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研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

▶ 2024೧ౕ研究プロジェέφ成Վๅࠄ──────────────────────

学際的ɼ先駆的ジェンダー研究を目͢ࢨͱ
ジェンダー研究所は 2015 年以来、グローバル女੓リーダー育成研究ؽ構の中֫的な研究ؽ関として

先୼的ジェンダー研究にखり組Ξできた。その前ਐで͍るジェンダー研究センターは、国際的なジェン
ダー研究のネットワークにおける౨アジアにおける॑གྷなύϔとして活動し、21 ੊ن COE プログラム
『ジェンダー研究のフロンティア』（2003ʛ2007 年度）をはͣめとした研究プロジェクトを௪ͣて߁く
஭目を集めてきた。ジェンダー研究所はジェンダー研究センターが੷み॑͸てきた研究成果を引き継͙
ͯͯ、ఽ౹的な学問෾໼にളられない学際的で先ۨ的なジェンダー研究をࢦしている。アジアにおける
ジェンダー研究の拠点を目指し、国際的な共同研究と、その成果発信を੷ۅ的に進めており、ட੷され
た研究成果を߁く社会へ還元していく。 

先୼的な研究を推進͢ɼ͏߁学術ϋρφϭーέを構஛ 
ジェンダー研究所は、（ᶙ）IGS 研究プロジェクト、（Ⅱ）外෨資金研究プロジェクト、（Ⅲ）海外の助

成金によるプロジェクトにおいて、先୼的な研究を推進している。とりわけ IGS 研究プロジェクトでは
学内研究員、ٮ員研究員、研究協力員の協力を得ながら߁い学術ネットワークを構築し、その成果をқ
ཋ的に発信している。2024 年度もそれͩれの研究෾໼において研究会やޮ開セミナー、国際シンポジウ
ムを実施したほか、成果ड़൝෼の刊行、国際共同研究や国際ネットワークの構築にखり組Ξだ。
アジア工科大学院大学（AIT）における院生交流（本報告ॽ 52ʛ53 น参ল）は、派遣 8名・受け入れ

2 名が参加した。また研究所ϟンバーも国内外での学術ネットワークを拡大させ、学会発නやߪԍなʹ
を活発に行った。ݺ々のプロジェクトの研究֕གྷにͯいては、本報告ॽ 16ʛ20 นを参লしていただき
たい。 

国際εンϛジΤムɼIGSセϝψーɼ研究ճの֋࠷と学術ࢿࡸʲジェンダー研究ʳのߨק 
֦研究෾໼におけるシンポジウムやセミナーの開催と、『ジェンダー研究』の刊行により、成果発信に

力を入れた。 

2020 年度から 2023 年度頃まで、ジェンダー研究所は Zoom をཤ༽したオンラインഓ信やύイϔリッ
χでのシンポジウムやセミナーを数ଡく開催していた。このࢾみは新型コロナウイルス感染症の対ࡨで
͍ったが、ஏ理的ړ཯や生活Ϗターン、݊߃上の理༟なʹさま͡まな事৚のためにお茶の水女子大学に
௜ંଏをӣ΁ことがೋしい方々の参加がՆ能になるというཤ点が͍った。2024 年度は、7 ݆ 31 日の国
際シンポジウムを Zoom ウェϑナーによるύイϔリッχ開催とした。Zoom ウェϑナーは同時௪༃の使
༽においてもཤส੓が高く、また対面にർ΄てѻౙ的にଡくのオーυィΦンスの参加を実ݳすることが
できた。一方でオンラインやύイϔリッχでの実施では、௜ં的なコミュωίーションؽ会が限定され
るという問題も͍る。2024 年度の企画は、7݆の国際シンポジウム以外は対面で実施され、ౌஅ者とオ
ーυィΦンスが活発な交流を行うことができた。 

ジェンダー研究所は、年に 1 度、学術誌『ジェンダー研究』の刊行を続けている。࠹新刊で͍る第 27

は、2023ߺ 年度に実施された IGS 国際シンポジウムにおけるυィスカッションを受け、研究論文 3本か
ら成る特集「グローバル政治の中のセクシュアリティと暴力」がתಆを২っている。第 27 は、この特ߺ
集に加えて౦ߚ論文 4 本、ॽ඲ 19本をफ࿧し、2024 年 7 ݆に刊行された（本報告ॽ 58ʛ60 น参ল）。 
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2024 ᖺᗘ 

ジェンダー研究所事業報告書 

2024೧ౕ研究プロジェέφ ෾໼พҲལ 

（ᶙ）IGS 研究プロジェクト 

「౨アジアにおけるジェンダーと政治」研究 

౨アジアにおけるΦコロジーと生存のフェミωスト෾ੵ 

資本とਐ体のジェンダー෾ੵ 

੓・ਐ体・再生ࢊ領域におけるジェンダー෾ੵ 

ൕޮ֒／ڧ؂ӣ動࢛におけるジェンダー／フェミωθム෾ੵ 

グローバル・Ϊバナンスのร容と国Պの再構築におけるジェンダー 

文学・ܵ術文化න象とジェンダー 

（ᶚ）外෨資金研究プロジェクト 

科学研究ඇ ே戦的研究（๘լ）（՟題൬ߺʁ24K21404） 

ジェンダーϏリティ議会の実ସ調査による日ؘർֳ 

科学研究ඇ基൭研究 B（՟題൬ߺʁ23H03654） 

フェミωθム理論による新たな国Պ論の構築ʁίア֕念と҈સ保্֕念の再構૟から

科学研究ඇ基൭研究 B（՟題൬ߺʁ23H00888） 
日本におけるҢे女੓Պ事・ίア࿓働者の࿓働য়ڱと主体੓に関する発展的研究 

科研ඇ国際共同研究加ଐ基金（国際共同研究ک化 B）（՟題൬ߺʁ21KK0033） 
ਕ຿ޮ社期の中国೸ଞにおける生活஡঄のร化とジェンダー

科学研究ඇ基൭研究 C（՟題൬ߺʁ19K12603） 
 ࿓働力ഓ஖ʁŊグローバル・シティŋのジェンダー෾ੵࢊにおけるҢे女੓の再生ߕߵ

科学研究ඇ基൭研究 C（՟題൬ߺʁ23K11676） 
「からゆきさΞ」にみる੓・Ң動・再生ࢊ領域 

科学研究ඇ基൭研究 A（՟題൬ߺʁ24H00106） 

「౗ྶ制の૟଀力」ʁஏ中海型౗ྶ制度論の動ସ的ݗ౾

科学研究ඇऑघ研究（՟題൬ߺʁ23K17134） 
日本による਎ジェンダー外交の展開ʁ҈સ保্、Ϊバナンス、৪຿ஏ主義視点からの෾ੵ 

（ᶛ）海外の助成金による研究プロジェクト 

ノルウェー高等教育国際࿊ܠ推進ؽ関 Diku（UTF-2020/10135）
UTFORSK プロジェクト「Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan」
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研究䝥䝻ジェ䜽䝖 

（ᶙ）IGS 研究プロジェクト 

IGS研究プロジェέφ 
「౨アジアͶ͕͜るジェンダーと੕࣑」研究 

ʴ研究୴当ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴ֕གྷʵ 

౨アジアஏ域はその経ࡃ発展の成果により国際的に஭目されているが、政治の຿主化のಕ۔は一༹で
はない。本研究プロジェクトでは、日本とؘ国、ୈ࿹の議員を対象としたアンίート調査による国際ർ
ֳ෾ੵを行ない、౨アジアஏ域において、女੓の政治େන੓を޴上または๨げるགྷોはՁか、政治制度
におけるジェンダーଡ༹੓を実ݳさせるにはʹのようにしたらよいかをݗ౾する。 

IGS研究プロジェέφ 
౨アジアͶ͕͜るΦαロジーとਫ਼ଚのフェϝωηφ෾ੵ 

ʴ研究୴当ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 

ʴ共同研究者ʵ࢛ౣآ（ښ౐大学ࢥߪ） 

ʴ֕གྷʵ 
がਕびとの生存の͍り「ؽث」規ໝでのځをめ͛る国Պؔの対ཱིなʹ、さま͡まなஏݱร動や資ޫـ

かたに਄ࠃなӪڻをもたらしている。このような局面において、資本主義においてࣙ明とされてきた「所
༙」֕念を中心とした経ࡃシステムを൹൓的に再考し、຿主主義的なコϠンθ（共༙ࡔ、ޮ共ࡔ）のՆ
能੓を઀り開こうとする議論が஭目されている。一方で、これまでの科学知の͍りかたにおいて資ݱや
ਕझ・຿ଔといったインターセクショナルなཊѻ・ഋঈの構、څをめ͛る問題系は、ジェンダー、֌ࡔ
ਦを度外視してきたが、上ىのような研究ொ流においてこのことはॉ෾に議論されていない。本プロジ
ェクトではこうしたয়ڱをؓみ、コϠンθやサϔシステンスに関するフェミωスト理論を再ݗ౾し、ア
ジアの೸ڕࢃଞをフィールχとしたݳয়෾ੵをおこなうための基ે研究にखり組΋。 

IGS研究プロジェέφ 
資本とਐରのジェンダー෾ੵ 

ʴ研究୴当ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 

ʴ共同研究者ʵଏཱིᚺ理子（IGS 明（専र大学教द／IGS߁員研究員）、൚Ҭٮ 研究協力員） 

ʴ֕གྷʵ 
本プロジェクト「資本とਐ体のジェンダー෾ੵʁ資本ؽ能のร化と『๎஠』されるਕ々」は、グロー

バル金༧ؽث以߳の資本の中਽ؽ能のร化を෾ੵする。サスΫア・サッセンの「๎஠ expulsions」֕念
に着目して、ॊ来のਐ体のஇฤ化やഋঈ／ใઃの֕念では೼Ѵ෈能な「๎஠」の「৙ସ化」をジェンダ
ーの視点から෾ੵする。 
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（ᶙ）IGS 研究プロジェクト 

IGS研究プロジェέφ 
性・ਐର・࠸ਫ਼ࢊ྘ҮͶ͕͜るジェンダー෾ੵ 

ʴ研究୴当ʵብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴ֕གྷʵ 

本研究プロジェクトは、開国以߳に海外へోߦし、ోߦ先で੓ജഛをしていた女੓たち（「からゆき
さΞ」）の実ସを再生ࢊ領域の؏点から考察することを目的としている。੓ജഛの問題のみに஭目され
がちな「からゆきさΞ」だが、൶女たちの再生ࢊ領域の問題にも਄くかかわる「経験」でも͍るため、
女੓たちの生֖を視໼に入れて考察をしていく。 

IGS研究プロジェέφ 
ൕޮ֒ʙڧ؂ӣ動࢛Ͷ͕͜るジェンダーʙフェϝωθム෾ੵ 

ʴ研究୴当ʵብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴ共同研究者ʵ੤྆ଢ（中ԟ大学०教द）、൬Ԅװ໷（ۿ本学Ԅ大学水ຣ学研究センターٮ員研究員） 

ʴ֕གྷʵ 
ళ૴にݒઅされた੶୺Ւ力発ు所へのൕ対ӣ動として࢟まったళ૴ڧ؂会議は 2023 年で 40 回目を

ܶえた。ళ૴ڧ؂会議は੶୺Ւ力発ు所ݒઅをޮ֒とڧ؂の複合的な問題としてとらえており、国内外
のӣ動ネットワークと知的Ӫڻ関係を࣍っていた。このӣ動のิみと実践をジェンダー／フェミωθム
の視点によってݗ౾する。 

IGS研究プロジェέφ 
グローバル・Ϊバψンηのร༲と国Պの࠸構஛Ͷ͕͜るジェンダー 

ʴ研究୴当ʵ本ࢃԟ子（IGS 特任 RF） 
ʴ֕གྷʵ 

グローバルࢤ৖や国Պؔのஏ政学的ಈ争によって国際஡঄が大きくร化するなかで、ଡ༹なアクター
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IGS研究プロジェέφ 
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ʴ研究୴当ʵ戸谷陽子（IGS 所長／お茶の水女子大学教द） 
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ダーන象を෾ੵし、日৙にみられるジェンダーқࣟのรયを੽Ͱける。 
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（ᶚ）外෨資金研究プロジェクト 

Ռ学研究ඇ ேક的研究（๘լ）（課ୌ൬ߺʁ24K21404） 
ジェンダーϏリティ٠ճのࣰସ௒ࠬͶΓるೖؘർֳ 

ʴ研究େන者ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴ期ؔʵ2024 年 6 ݆ 28日ʛ2026 年 3 ݆ 31 日 

ʴ֕གྷʵ 
政治෾໼に女੓のգঘେන੓が問題視され࢟めてٳしいが、ۛ 年女੓がൔ数຤はマジョリティを構成

するஏ方議会（ジェンダーϏリティ議会）が複数ݳれたのはこれまで経験したことのない新しいݳ象で
͍る。ジェンダーϏリティ議会にͯいてはクオータのような制度的なखり組みやフランスの実践が஭目
を集めてきたが、女੓がマジョリティとなった議会にもたらされたร化、すなわち数のۋ等がもたらす
࣯的なร化にͯいていまだに研究が๣しい。本研究は日ؘにおけるジェンダーϏリティஏ方議会の࣯的
෾ੵを行い、今後ଁえていくだろうこれらの議会に対する学術的な知ݡを生みड़す。 

Ռ学研究ඇخ൭研究 B（課ୌ൬ߺʁ23H03654） 
フェϝωθムཀྵ࿨ͶΓる৿ͪな国Պ࿨の構஛ʁίア概೨と҈સฯ্概೨の࠸構૟͖Δ

ʴ研究୴当ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द）ʨ研究෾୴者ʩ、本ࢃԟ子（IGS特任 RF）ʨ研究෾୴者ʩ 
ʴ研究େන者ʵԮ໼ൂେ（同ࢦ社大学教द） 
ʴ期ؔʵ2023ʛ2026年度 

ʴ֕གྷʵ 
くより複雑な߁຿社会との関࿊だけでなく、よりࢤ、政治学の主གྷな研究対象で͍った国Պは、ࡑݳ

そしてジェンダーといった視点から、そのྼ࢛をಁまえて問い௜される、ࡃ経、ڧ؂、で、国際社会ܙ
時がきている。そこで、本研究では、第್ഀフェミωθムӣ動を受けて਄化した 90 年େ以߳のフェミ
ωθム理論を൹൓理論としてଌえ、஋੓中心主義をࠂෲするための伶をίア࿓働のഓ஖とその権力的෾
ഓのࡑり方のࡰ新のなかにݡड़すことによって、෤力をഐܢとした҈સ保্֕念をݡ௜し、ڧ؂や国際
社会にまでࣻఖを拡げたフェミωθム理論にғ拠した国Պ論を構૟する。 

Ռ学研究ඇخ൭研究 B（課ୌ൬ߺʁ23H00888） 
ೖ本Ͷ͕͜るҢे女性Պࣆ・ίア࿓ಉंの࿓ಉয়ڱとकର性Ͷؖする൅ఴ的研究 
ʴ研究୴当 大ɻܛ࢛ڰ（IGS ०教द）ʨ研究෾୴者ʩ、ฑ໼ܛ子（ԥශ国ཱི大学०教द／IGS研究協力員）

ʨ研究෾୴者ʩ 
ʴ研究େන者ʵ定ন文（ܛચ女学Ԅ大学教द） 
ʴ期ؔʵ2023ʛ2025年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は以下್ͯの՟題から構成される。՟題ᶙではࡑݳのՊ事・ίア࿓働ࢤ৖・準ࢤ৖・ඉࢤ৖に

おけるऩགྷと࿓働者および経験者の࿓働実践とम業મ୔の理༟に関する定੓的調査として、ࡑݳのҢे
Պ事・ղ護࿓働者および日本でのղ護・ίア࿓働の経験者へのซきखり調査をܯ画している。՟題ᶚは
ҢेՊ事・ίア࿓働者の࿊ଵと社会รַの主体੓の研究で͍る。調査からΫーϏーλンをમび、複数回
のซきखり調査によりஏ域社会の再生ࢊを行う主体੓をੵड़する。アジアঀ国と国際࿓働組合総࿊合
（ITUC）等におけるՊ事・ίア࿓働者のӣ動と࿊ଵの動޴を調査し、グローバルなொ流の中での日本の
Ңे࿓働者との࿊ܠやӣ動の展開にͯいて考察する。 
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（ᶚ）外෨資金研究プロジェクト 
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ʴ研究୴当ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द）ʨ研究෾୴者ʩ、本ࢃԟ子（IGS特任 RF）ʨ研究෾୴者ʩ 
ʴ研究େන者ʵԮ໼ൂେ（同ࢦ社大学教द） 
ʴ期ؔʵ2023ʛ2026年度 
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そしてジェンダーといった視点から、そのྼ࢛をಁまえて問い௜される、ࡃ経、ڧ؂、で、国際社会ܙ
時がきている。そこで、本研究では、第್ഀフェミωθムӣ動を受けて਄化した 90 年େ以߳のフェミ
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ʴ研究୴当 大ɻܛ࢛ڰ（IGS ०教द）ʨ研究෾୴者ʩ、ฑ໼ܛ子（ԥශ国ཱི大学०教द／IGS研究協力員）

ʨ研究෾୴者ʩ 
ʴ研究େන者ʵ定ন文（ܛચ女学Ԅ大学教द） 
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ʴ֕གྷʵ 
本研究は以下್ͯの՟題から構成される。՟題ᶙではࡑݳのՊ事・ίア࿓働ࢤ৖・準ࢤ৖・ඉࢤ৖に
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（ᶚ）外෨資金研究プロジェクト 

Ռ研ඇ国際ڠಋ研究Յଐۜخ（国際ڠಋ研究ک化 B）（課ୌ൬ߺʁ21KK0033） 
ਕ຿ޮऀغの஦国೸ଞͶ͕͜るਫ਼׈஡঄のร化とジェンダー 
ʴ研究୴当ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द）ʨ研究෾୴者ʩ 

ʴ研究େන者ʵຉ޳正（大ཱིޮࡗ大学教द） 

ʴ期ؔʵ2021ʛ2024年度 

ʴ֕གྷʵ 

ਕ຿ޮ社期の中国೸ଞにおける生活஡঄のร化とジェンダーにͯいて、実ৄ的にݗ౾することを目的と
する。ਕ຿ޮ社期の同झの研究ட੷はඉ৙にঙなく、ྼ࢛学、政治学、社会学なʹの学術的領域でஇฤ的
に行われてきた。したがって、本研究では、1950年େから 70年େの共༙資ݱのң࣍・෾ഓの͍り方や、
੊ଵ内外の生ࢊ・再生ࢊ࿓働の࿓働力ഓ஖なʹに着目しながら、ジェンダーの視点から議論・ݗ౾する。 

Ռ学研究ඇخ൭研究 C（課ୌ൬ߺʁ19K12603） 
 ࿓ಉྙഓ஖ʁ「グローバル・εティ」のジェンダー෾ੵࢊਫ਼࠸Ͷ͕͜るҢे女性のߕߵ

ʴ研究େන者ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS०教द） 

ʴ期ؔʵ2019ʛ2024年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は、ߕߵ社会においてҡなるҢे女੓による再生ࢊ࿓働力がʹのようにഓ஖されてきたかを、

中国ਕՊ事࿓働者と外国੸Պ事࿓働者およびそのޑ༽主を対象としたオーラル・ϐストリーのซきखり
から明らかにするもので͍るߵ。 工業化࿑તから౨アジアの金༧・๷ҝサーϑスの中਽を޴ࢦが༎ड़ߕ
成す「グローバル・シティ」へと఺換した時期は、外国੸のՊ事࿓働者の受け入れが拡大していくとと
もに、主に߁౨঴にड़ࣙをもͯ中国ਕ女੓の࿓働力ഓ஖にร化が生ͣた時期と॑なる。1980 年େ຦か
ら今日までのߕߵの社会経ࡃ構ଆのร動において、トランスナショナルに͍るいはトランスローカルに
Ң動してՊ事࿓働者になった女੓たちはʹのように受け入れられたのか。ҡなるίアの୴いघたち（Ң
े女੓）と受けघたち（ޑ༽主）の「ίアのىԳ」を௪ͣてߕߵの再生ࢊ領域のร化をとらえたい。 

Ռ学研究ඇخ൭研究 C（課ୌ൬ߺʁ23K11676） 
「͖ΔΑき͠Ξ」ͶΊる性・Ң動・࠸ਫ਼ࢊ྘Ү 

ʴ研究େන者ʵብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴ期ؔʵ2023ʛ2025年度 

ʴ֕གྷʵ 
「からゆきさΞ」のҢ動をݳஏにおける再生ࢊ࿓働のऩགྷと供ڇの؏点から೼Ѵすることで、そのҢ動
「的Өҟࡃ経」象を構ଆ的に解एすることがՆ能になる。と同時に、কؙをड़て以߳の女੓のમ୔をݳ
のમ୔ࢸとして解एし、女੓たちの生֖の経験をよりใׇ的に෾ੵ対象とする。࠹終的な目ඬとしては、
再生ࢊ࿓働֕念を༽いて൶女たちのミクロな経験と、国Պ・৪຿ஏ・コミュωティというマクロな動き
をં合し、その構ଆを明らかにしていきたい。 
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（ᶚ）外෨資金研究プロジェクト

Ռ学研究ඇخ൭研究 A（課ୌ൬ߺʁ24H00106） 
「౗ྶ੏の૟଀ྙ」ʁஏ஦քܗ౗ྶ੏ౕ࿨の動ସ的ݗ౾ 
ʴ研究୴当ʵብ本新಺（IGS特任ࢥߪ）ʨ研究෾୴者ʩ 

ʴ研究େන者ʵੜ水࿪༡（۟य大学教द） 

ʴ期ؔʵ2024ʛ2027年度 

ʴ֕གྷʵ 

本研究は、ݻେஏ中海੊ֆからۛ੊・ۛ େ大੤༺౗ྶ交ҝへと展開したஏ中海型౗ྶ制度にͯいて、「౗
ྶ制の૟଀力」がそのร容գఖにٶ·すӪڻに着目しͯͯ、グローバルで動的な展開をඵきड़す。「౗ྶ
制の૟଀力」とは実際の౗ྶ制とྶ଒に関する言ઈやන象がࡠりड़していく「౗ྶ制／ྶ଒イϟージ」が
ྼ࢛的ݳ実をรえていく力で͍る。本研究においては、ஏ中海型౗ྶ制度とஏ域的なྶ଒関係の交ࠫのな
かに成ཱིする「౗ྶ制の૟଀力」のݗ౾に当たり、ジェンダーと࿓働ܙସ、౗ྶのಂ๤・ఏ߇・解๎とい
ったঀ元に஭目して෾ੵを行うもので͍る。 

Ռ学研究ඇऑघ研究（課ୌ൬ߺʁ23K17134） 
ೖ本ͶΓる਎ジェンダーި֐のఴ֋ʁ҈સฯ্ŌΪバψンηŌ৪຿ஏकٝࢻ点͖Δの෾ੵ 

ʴ研究େන者ʵ本ࢃԟ子（IGS 特任 RF） 
ʴ期ؔʵ2023ʛ2027年度 

ʴ֕གྷʵ 
本研究は、日本が国内ジェンダー஡঄との໅८をいかに౹制しながら、国際ジェンダー規範との交ম

を௪して「先進国」としてのアイυンティティを構築し特権的ஏҒを主௃してきたのか明らかにするこ
とを目的としている。明治期以߳の外交を௪ͣた国際ジェンダー規範との交মをใׇ的に೼Ѵし、特に
2010 年େ以߳の外交におけるジェンダーのҒ஖Ͱけのร化にͯいて、ྼ࢛的৪຿ஏ主義、҈સ保্の
再定義、新ࣙ༟主義的Ϊバナンスのୈಆという̑ͯのགྷҾに஭目して෾ੵを行う。 

（ᶛ）海外の助成金による研究プロジェクト 

όルΤェー߶౵教育・ٗ೵ۃ（HK-dir）ͶΓるঁ成ۜプロジェέφ（UTF-2020/10135）
UTFORSKプロジェέφ「Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan」 
ʴ研究୴当ʵ 
ঘྜྷ੥（基ײ研究院ਕؔ科学系教द）ʨ本学ଈେනʩ、戸谷陽子（IGS 所長）ʨ本学ଈプロジェクト・コ
ーυィネーターʩ、੶Ҭクンςথ子（理事・෯学長）ほか 
ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター研究者
ʴ期ؔʵ2021ʛ2025年度 

ʴ֕གྷʵ 
ジェンダーおよびダイバーシティ研究教育の࣯を高めるための新しい教育戦ྲྀを構築するプロジェク

ト。学生、ऑघ研究者、教員が、Ϗートナー大学での共同セミナーや共同指導を経験するなʹ、࣯が高く
活力にຮちた、国際的な学びのڧ؂を提供する。研究発නやࢊ学࿊ܠへの参༫なʹऑघ研究者へのؽ会提
供や、論文の共同執筆なʹ研究者同士のগ来的なϏートナーシップ発展にͯながる活動も行う。また、
SDGsのジェンダー・ダイバーシティ関࿊の目ඬୣ成に資する成果を目指す（本報告ॽ 49น参ল）。 
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